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秋田県田沢湖町赤倉沢産の貝類化石
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増 田 孝 一 郎 ・ 吉 田 正逸・佐藤隆

FossilMolluscsfromAkakurasawa,

Tazawalくo-machi,AkitaPrefecture

KoichiroMasuciaSvoituYoshidaRvuSato

ABSTRACT

NumerousfossilmolluscscollectedfromtheYamatsudaFormationdeveloped

atAkakurasawa,Tazawako-machi,AkitaPrefecturewereexamined､Astheresultsof

studyitbecameevidentthatthemolluscsfromAkakurasawarepresentaYama－

ShiobaraFauna.Takingthisopportunitythewritersdiscussedtheirgeological

significancesanddescribedsomecharacteristicspeciesasacontributiontoour

knowledgeonthepresentarea.

1．まえがき

秋出県の新第三系は、典顛化ｲiが柚Ill又次

郎(1926)によって最初に記救されて以来、詳

しい貝類化石、植物化石その他の化石の研究

や化石層序学的研究など、非常に多くの研究

成果が県内各地から報告され、’'水海沿岸地

〃の新第三系の標準として広く認められてい

る。しかし、県内でもIll沢湖町川辺からの化

石については、わずかに抱返り渓谷の“松葉

層”からのKotompeclei!kagamiαm《s〃z”7‐

waensis(Masuda)が,尚安･fiiii.村ILl(1979)

によって図示されていた以外は全く不lﾘ}であっ

た。最近になって、増田孝一郎と古Ill正逸は、

佐藤隆が抱返り渓谷の小影Ill南東斜而から採

集した貝類化石を検討し、その111に巻貝の新

種を発見して,Neptuneasatoiと命名して報

告した(MasudaandYoshida,1990)oさらに

これに伴って産出した貝顛から、これらのも

のが高安他の言う“松葉層”からのものでは

なく、その下位の尻高層のもので、時代は中

期｢|'新世初期を示すものであることをlﾘlらか

にした。また、松染層の）1類化石についても

'N9H'新m中期を指示するものであることを

明らかにした（期ⅡI・吉Ⅱ1,1991）。

今I"l級倍する貝緬化石は、駒ケ岳北方の川

沢湖Ill｣赤倉沢V:tk.(第1図）に分布する須藤・

石井(1987)のIll津Ill層から採集したものであ

る。これらの化ｲiは、須藤・石井によってリ

ストがあげられていたが、その詳細について

は全く不明であった。筆者の一人佐藤は、以

前から本地域から貝類を主とする化石の採集

を統けていたが、後に吉Illが佐藤に協力し、

さらに増Illが参加して採集を行った結果、赤

倉沢lZ流からの貝類化石は、いわゆる耶麻・

塩原動物群にｲinするものであることを確認

することができた。このような明らかに耶麻・

塩原動物群に偶すると考えられる貝類化石群

集は、秋Illpll-Iﾉ1からは従来ほとんど知られて

いなかったので、その内容について詳しく報

告することとした。
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第1図赤倉沢位置図国土地理院発行5万分の1地形図「雫石」

第2図赤倉沢における地質国土地理院発行2万5千分の1地形図「秋田駒ケ岳」

●小志戸前沢層 ○山津田層 ⑳駒ケ岳安山岩類

－ 30－



秋Illﾘi叩I沢湖町赤倉沢産の貝類化石

砂岩・泥岩の互層儒ヨ
「

50910

■●■●

砂岩

砂蘭泥岩

｡●●｡

40（900）

驚萱砂蘭泥消

｣2部

ffts

'､､部

30（89()）

二二二二|岸
ｌ
ト 一渥

2〔）（88()） 一|■

●

砂岩
■

10(8701

這蓋一
砂質泥岩

0(860m)

第3図地質柱状図(第2図4地点）×貝類化石

2．謝辞

今回の研究に当たってArcidaeの分顛に

ついてご教示を賜った、筑波大学地球科学系

の野出浩司教授に深甚なる謝意を表する次第

である。また、採集にご協力頂いた“みちの

く古生物研究会”（本部：仙台市）の会員に

対してお礼申し上げる。

い○砂岩の一邪にはクロスラミナが見られる。

岩手県雫石il1]小志戸前沢ではレキ岩も含むと

されているが、本地域ではこのようなレキ端

は認められない。〃:さは、見られる範囲では

60mを越える。本K1'¥'に、小型のクジラ観の

脊椎動物化布、大峨の魚鱗化石、海綿化行な

どを含むほか、少数の貝化石も含んでいる。

山津出隅は、砂料．砂質泥岩．泥岩よりな

り、小志戸Iill沢j杵のI菖に、厚さ10cmほどの

青灰色砂岩を蚊|<部として整合に重なる（節

2図、3地点）。砂岩ﾉ柳の一部にはクロスラ

ミナが見られ、石ﾊll臭がある。砂質泥岩'I'に

は点々とノジュールが含まれており、その径

は上部ほど大きく、'I'には主として貝類化ｲi

が含まれている。泥¥;.は砂質泥岩とともに比

較的細かく割れる。水屑は第2図の4地点で

最もよく露出しており、その柱状図を第3図

に示す。厚さは、見られる範囲では80mを越

える。

3．地質の概要

赤倉沢に露出する岩石のほとんどは、1別ケ

岳火山の活動の結果もたらされた火山料･知で

あるが、窓状に新第三系の堆穣岩蹴も一部に

分布している（第2図）。この地域の新館三

系は、須藤・石井によって下から'1,志戸¥WH

層および山津出層とされていて、いずれも走

向N10｡～30W，傾斜20｡～40Eを示す。こ

の両層を駒ケ岳火山の安山岩類が不幣合にお

おっている。

小志戸前沢層は凝灰質砂岩・シルト￥|･から

なるが、全休的にシルト岩が優勢で非常に似
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に知られていた以外には、耶麻・塩原動物群

を代表するような豊富な貝類化石は知られて

いなかった（高安・小笠原、1986)。

耶麻動物群は、福島県会津地方の耶麻郡高

郷村から知られている貝類化石(Nomura,

1935;小笠原､1983)で代表されるものである

が、この群集と、栃木県塩谷郡塩原町から知

られている貝類化石(Yokoyama,1926;Akut-

su､1964)とは、同じ水域内の異なる環境を

示しているものと考えられていたり(Chinzei，

1978)､耶麻動物群は、時代とともに塩原動物

群へ変化したという考え方もあった（小笠原、

1983)。一方増出(1986)は、主として仙台

市周辺におけるこの時代の貝類化石に基づい

て、その内容や上下の関係から、耶麻型と呼

ばれている貝類化石は､Hatai(l960,1962)の

旗立期のもので、塩原型と呼ばれているもの

は海退相を示す細木期のものであると主張し

た。しかし、耶麻型や塩原型と呼ばれている

各地の貝類化石群集について、研究者の見解

は現在のところ一致していない。

本地域からの貝類化石は、その内容からみ

て塩原型と呼ばれているものであると考えら

れるが、今後このような貝類の秋出県内から

の発見と、耶麻型と考えられている貝類との

関係の解明が望まれる。

4．貝類化石群集

赤倉沢上流の山津田層からの貝類化石は、

灰黒色の砂質泥岩の層理に平行に散点的に分

布しているノジュール中に含まれていて、二

枚貝類のほとんどすべてのものは合弁、自生

の状態を示している。これらの保存状態は極

めて良好であるが、変形しているものもある。

下部の泥岩中には局部的に、殻が溶解してい

る貝類化石が密集している所があり、二枚貝

類は離弁のものが圧倒的に多い。貝類以外に

はカニやウニ化石がまれに含まれていること

がある。

本地域から産出した貝類化石は次に示した

通りである。

多
希
少
希
普
少
多
多
希
多
希
多
少
普

A"α〔わra(Anα仇z、ノarasawaensisNoda

Crassostreasp.

〃"tasv.※

血"皿汽加加shiobarense(Yokoyama)

α加0“'戒秘加cf.sﾉz加旋砿e(Yokoyama)*!

Maco瓶αci.optiva(Yokoyama)*;

Maco碗α加向jﾉoensisMakiyama※※

C〃"g"汎sizumoensisYokoyama

Psaidtz籾iantis〆"misIwasaki

Myααmeiforms(Bohm)※※

Panopeacf.たα加加ajazaz《"lensis(Akutsu)

Ⅳを"”ねcf.陀加加邦jα"a(Yokoyama)

SimmiyabeiOtuka

PhosmiyagiensisMasudaandTakegawa

※ 下 部産

※※下部および上部産

多10個体以上；普5－10個体

少3－5個体；希1－2個体

5．主要貝類の記載

FamilyArcidae

GenusAnα血raGray,1847

SubgenusAnadaras.s.

Anα血ra(A"α血趣ノarasawaensisNoda,1966

Plate2､figs,la-4,Plate3,figs.la-3b

このような貝類群集は、北|｣本から関東、

山陰地方まで広く分布していて、一般に耶麻・

塩原動物群（鎮西､1963;Iwasaki,1970;岩崎、

1981、その他）と呼ばれているものであるこ

とは明らかであるが、秋田県内からは黒沢層

からこれに相当すると,思われるものがわずか

A'mdara(A"αd上z、ノarasawaensisNoda,1966

p.86,pi.4,figs.13,15-17;Nodaand

Tada,1968,p､198,pi.22,figs.1-6,8-10,

14－16，23;野田,1975，日本化石集25,N-

73,figs.1,4.

A"αdara(Anadaraノ畝腫花K52sNoda,1966,p.
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91,pi.4,figs.21-22;NodaandTada,1968,

p.198,pi.22,figs.1-4,6,15,16,23;野田，

1975，日本化石集25,N-73,fig.l6.

殻は中大型,厚質,卵円形で強くふくれる。

殻表面には低平な約30本の強い放射肋があり、

浅い溝で2分されているが、腹縁部ではさら

に分岐していることがある。肋間は浅く、幅

は放射肋とほぼ等しいかあるいは幾分広いこ

ともあり、細いが明瞭な同心円脈で刻まれて

いる。

殻が横長で腹縁部が突出しているものに対

して畑atensisと命名されていたが、これは

"泣sawaensisの変形したものであると考えら

れるのでαrasaivaensisに統一した。

岩手県二戸市の門の沢層から記救された

Aｼ"血ranino/imsisOtuka(1934)からは、

本種が高い殻と分岐している放射肋を持って

いることで区別される。

分布:山津田層(岩手県)｡中期中新世中後期。

FamilyLimidae

Genus血沈αBruguiもre,1797

〃池as、、

Plate3,figs.7,8

殻は中型で前後はほぼ対称的。ふくらみは

弱い。殻表面には約25本の鱗片状突起を持つ

強い放射肋がある。

FamilyCardiidae

GenusLaevicai戒況加Swainson,1840

必”“”加加shiobα〃ise(Yokoyama,1926)

Plate3,fig.4

C〃湿加"zSﾉuobαγenseYokoyama,1926,p.134,

pi.20,figs、2-5;Yokoyama,1931,p.26,

pi.12,fig.i;NomuraandOnisi,1940,p.

134,pi.20,figs､2-5.

Ca忽加"i(Tracﾉlycat㎡加加ノshiobα花"se,Nomu-

ra,1935,p.80,pi.4,figs.1-3;Nomura

andHatai,1936,p.125,pi.15,fig.4

Z,agzﾉicard加加shiobαγense,Iwasaki,1970,p.

402,pi.1,figs.1,2;小笠原･佐々 木･根本，

1989,pi.l,fig.4

殻は中大型の長卵形でふくれ、後腹縁方向

へのびる。表面には35～40本の多少円みをお

びた、比較的明瞭な低い放射肋がある。放射

肋は肋間よりも幅が広い。

分布：鹿股沢層（栃木県）；久保田層（福

島県）；村田（福田）層（宮城県）；音川層

（富山県）。中期中新世中後期。

GenusClinocat戒況"iKeen,1936

C""”7t加oncf.s"加"ense(Yokoyama,1923)

Plate3,figs.5,6

殻は中小型の類円形でふくれ、表面には約

35本の低くて明瞭な放射肋がある。

本地域からのものは、すべて殻が溶け去っ

ていて、放射肋の特徴が不明であるが、全体

の特徴から島根県の布志名層から記赦された

shinjienseに似ているようである。

FamilyTellinidae

GenusMacoma.Leach,1819

/Maco加αci.optiva(Yokoyama,1923)

Plate4,figs.1,3

殻は中型、卵円形でふくらみは弱い。殻頂

はほぼ中央に位置し、前後縁共に円い。殻表

面には細い同心円脈がある。

本地域から採集された標本は、殻が溶け去っ

ていて保存不良であるが、島根県の布志名層

から記載されたM.optivaに似ている。

MacoﾉnatokyoensisMakiyama,1927

Plate4,figs2a-b
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Maco加α成ssimifo(Martens).Yokoyama,

1920,p､116,pi.7,figs.19,20.

Macomα加紗oensisMakiyama,1927,p.50;No-

mura,1935,p.88,PI．4,fig、12;Nomura

andOnisi,1940,p.l84,pl.l8,fig.6;Shika-

ma,1954,pl.5,fig.8;itoigawa,1958,pl.2,

fig.3;Itoigawa,1958,pi.2,fig.3;Araki,

1960,p.99,pi.7,figs.9a-b;高安,1961,pi.

l.fig､4;Sawada,1962,p.87,pl.7,figs､22,

23;Zinbo,1973,pl.l4,fig.6;小笠原,1983,

pl.4,figs.l2a-b;小笠原･佐藤･大友,1984,

pl.2,fig.lO;Ogasawara,SasakiandChiba,

1988,pi.2,figs､4,9-11,18.

殻は中小型、薄質の長卵形でふくらみは弱

い。殻頂はほぼ中央に位置し、前縁部は円い

が後方へ細くなり多少尖っている。殻頂から

後腹縁に向かって弱いひだが走り、後端部は

右側へ少し曲がっている。套線湾入は深い。

分布：東京層（東京都）；温田層(長野県)；

西山層（新潟県）；鹿股沢層（栃木県）；漆

窪層,九面層（福島県）；村田（福田）層,竜

の口層,大年寺層（宮城県）；宇津l峠層,鮭川

層（山形県）；成沢層（岩手県）；黒沢層，

笹岡層,鮪川層（秋川県）；珍古辺層（北海

道）。中期中新世中期一現世（北海道南部一

九州c

FamilyCultellidae

GenusCid"2""sSchumacher,1817

Q4"ellusizumoensisYokoyama,1923

Plate4,figs.4,5

C〃〃e〃呪sizumoensisYokoyama,1923,p.23.

figs.la-b;Nomura,1935,p.220,p1.l6,

figs､16,17;Otuka,1941,p.23,fig.4:Kan-

no,1956,p.213,pi.6,fig､8;iwai,1965,p.

45,pi.12,fig.15;UozumiandFujie,1966,

p､153,pi.12,fig.7;柴田（糸魚川･柴仕I-西

本),1974,p.101,pi.14,figs.16,18;尾藤他，

1980,pl.3,fig.l9;OgasawaraandNomu-

ra,1980,p.89,pl.ll,figs.5a-b,9.

殻は中型、横長でふくらみは弱い。殻頂は

低く、前端に位置している。前後縁は円く、

左右殻の間は狭く開く。腹縁は背縁とほぼ平

行。表面には細かい成長脈がある。

分布：布志名層（島根県）；九面層（福島

県）；大聖寺層，犀川層（石川県）；相野内

層，砂子瀬層（青森県）；綱尻層（宮城県)；

山の内層（岐阜県）；岡崎層（愛知県）；小

野層（兵庫県）；釣懸層（北海道）。中期中

新世初期一後期。

FamilyVeneridae

GenusPseudamiantisKuroda,1933

PseudamianiisUnguisIwasaki,1963

Plate4，figs,6a－b

Pseudα版iantispinguisIwasaki,1963,p.96,

pi.15,figs.1-3.

殻は大型、厚質の類円形で強くふくれる。

殻頂は前寄りに位置し、前縁部はIllまって円

いが、後縁部は切断状を呈し多少角ばる。表

面にはIﾘl瞭な|司心円脈と、非常に細かい放射

脈がある。同心円脈は前および後部方向に不

明瞭になる。小月面と楯面を欠いている。

分布：久保田層（福島県）。中期中新世中

後期。

FamilyMyidae

GenusA伽aLinnaeus1758

.V/vαα"zαfermis(Bohm,1915)

Plate4,figs.7a-b,8a-b,

Plate5,figs.la-b,2a-b

ﾊのﾉαameiformis(B'ohm),Otuka,1941,pi.fig.

3;NagaoandInoue,1941,p、151,pi.34,

figs.3,4;湊・松井・魚住,1950,p.108,pi.
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10,figs.90a-b,91;Fujie,1957,p.395,pi.

4,figs.1,4a-b;Aoki,1959,p.276,pi.3,

figs.16,17,23,24;Araki,1960,p､102,pi.8,

figs､3a－c;KannoandOgawa,1964,p1．2，

figs.6,7;KasenoandMatsuura,1965,pl.

19,fig.4;Chinzei,1973,pi.14,fig.15;小笠

原,1983,pl.4,figs.l4A-B;小笠原･佐々 木・

根本,1989,pl.3,figs.l9a-b.

.W)ﾉa(Myaノα"iciんγ"n's(B6hm),MacNeil,

1965,p.35,pi．7,figs.2,3,5-8,12,15;

NodaandTada,1968,p.201,pi.22,fig.21.

/Ⅶ）a(Arenomyaﾉα"”/'ormis(Bohm).Kama-

da,1962,p.141,pi.16,figs.14-16;Ogasa-

wara,1976,p.58,p1.4,fig.19.

殻は中型、薄質で横長のくさび形を呈し、

両端は閉じている。殻頂は高く、わずかに前

寄りに位置する。前部は比較的強くふくれ、

前縁部は円いが、後方へ細まりふくらみも弱

くなる。表面には細い同心円脈があり、多少

波打っている。套線湾入は深い。

分布：布志名層（島根県）；山の内層I岐

阜県）；介石山層（三重県）；大聖寺層,大

桑層（石川県）；長篠層（愛知県）；温田層，

柵層（長野県）；松井田層（埼玉県）；黒沢

層（秋田県）；山津田層（岩手県）；驚架層

（青森県）；滝の上層,築別層,川端層,峠下

層（北海道）。中期中新世初期一更新世。

FamilyNaticidae

GenusS伽z"〃R6ding,1798

s加""7,veto'Otuka,1934

Plate5,figs､6a-7b

Sim"〃vabeiOtuka.1934.p.627.pi.49,figs.

74,75;NomuraandHatai.1936.p.145,pi.

17,figs.9,10;Otuka.1937.p.28.pi.3,figs.

6,7;Aoki.l959.p、277.pi.3.fig､32;Ka-

mada.1962,p.161.pi．19.figs.6a-8b;

MasudaandTakegawa.1965.pi.2.figs､20

a-b;Iwasaki,1970,p.418,pi.1,fig.15;糸

魚川(糸魚川・柴川・西本)1974,p.l49,pl.

45,figs.20a-21b.

殻は中小型で侃平。体層は大きく、表面に

は多くの細いら肋と成長脈が交叉した布目模

様がある。へそ穴はわずかに開いている。

分布：門の沢暦（岩手県）；久保田層,九

面層,沼の内屑（隔島県）；唐鐘層(島根県)；

謄架層（青森県）；福|||届（宮城県）；名滝

層(li皮阜県）。中j’I'h新世初期一中後期。

FamilyBuccinidae

GenusPﾉKwMontfort.1810

Pﾉz“加がα蔀ensisMasudaandTakegawa,

l965

Plate5,figs.8a-10b

没h0S"z〃α甑"tsisMasudaandTakegawa,

1965,p.l3,pl.2,figs.22a-b.

殻は中型の紡錘形。頂角は約35度。ら層は

少しふくれ、殻表面には多少粒状を呈する多

数の縦肋と、低くて細い不揃いの多数のら肋

があり、格子目状になっている。縦肋は体層

に約30本あり、その強さはほぼ等しい。

本種は,福島県の久保1ll層から記載された

Phosiiva〃"m(Yokoyama,1931)に似ている

が、I奇くて円いら脚と多数の縦肋を持ってい

ることで区別される。

分布:mwm('阿城県）。中期中新世中後

期。
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〃”",Â.S.,no.67,p､93-113.

Fujie,T.,1957,Onthemyarianpelecypods

ofJapan・Part1.Summaryofthestudyof

thegenusMyafromHokkaido,Japan.

ノ01"参・Fac.Sci.Hb妹α〃oUniv.,Ser.4,vol､9,

no.4,p.381-413,pis.1-8.

Hatai,K・,1960,JapaneseMiocenereconsi-

dered.Sd.ﾉ龍力.TohokuUrdiﾉ.2ndSerJGeo!.ノ

Spec.Vひ/.,no.4.(HanzawaMem.Vol.),p.

127－153．

,1962,Mizuho-To,ﾉbid..Spec.Vb/､，

no.5.(KonnoMem.Vol.).p.329-348.

,andNisiyama,S.,1952,Checklist

ofJapaneseTertiarymarineMollusca.

乃id.,Spec.Yひ/.,no.3,p.1-469.

Itoigawa,J.,1958.Molluscanfossilsfrom

theNiitsu.HigashiyamaandTakezawa

oil-fields，NiigataPrefecture，Japan．

A化加.ColI.Sci.【ん"zﾉ.Kyoto,Ser.B,vo¥.2A,

no.4,p・149-263,pis.1-2.

糸魚川淳二、柴|士l陣、西本博行，1974，瑞浪

層群の貝類化石。瑞浪化石博報告、第一号、

43-203頁、1－63図版。

Iwai.T..1961.TheMiocenemolluscanfo-

ssilsfromtheareasouthwestofHirosaki

City.AomoriPrefecture,Japan.7ﾉ”2S・

Proc・Palaeont.Soc.Japan,N.S..no.41,p.

1-8.Ipl.

.1965.Thegeologicalandpaleon-

tologicalstudiesinthemarginalareaof

theTsugarubasin.AomoriPrefecture.

Japan.a《〃.Ei加c.Fac.Hirosα〃〔ﾉ"iv.,no.

15,p.1-68,pis.12-20.

Iwasaki,Y.,1963,Pseudamiantis,apelecyp-

odgenus.Trans.Proc・Palaeont.Soc.Japan,

Ⅳ.S,no.51,p.91-101,pis.14-15.

,1970,TheShiobara-typemollus‐

canfauna.Anecologicalanalysisoffossil

molluscs･ﾉbiir.Fac.Sd.,Univ.Tokyo,Sec.

2,vol.17,pt.3.p.351-444.pis.1-7.

岩崎泰頴,1981,塩原（型）動物群。－中後期

中新Ill:の浅海棲貝化石群。軟体動物の研究

（大森教授還暦記念論文集)､251-258頁。

Kamada.Y..1962.TertiarymarineMollusca

fromtheJobancoal-field,Japan.”/“‐

ont.SocJapan,Spec.Pa"湾,no.8.p.1-187,

pi．1-21.

Kanno,S.,1956,FossilandRecentspecies

ofCultellidmolluscusfromJapan.Sd.

Rep.TokyoKyouiた"Daigaku,Sec.C,vol.4,

no.34,p.209-218,pis.5-6.

－36－



秋田県田沢湖町赤倉沢産の貝類化石

,andOgawa,H.,1964,Molluscan

faunafromtheMomijiyamaandTakinoue

districts,Hokkaido,Japan.Ibid.,vol､8,

no.1,p.269-294,pis.1-4.

Kaseno,Y.andMatsuura,N.,1965,Pliocene

shellsfromtheOmmaFormationaround

KanazawaCity,Japan.Sd.Rep.Kanazaiｲ"z

U〉liv.,vol.lO,no、1,p.27-62,pis.1-20.

MacNeil,S.S.,1965,Evolutionanddistri-

butionofthegenusMyaandTertiary

migrationofMollusca・U.S.Geol.Surv.

Pi℃fPap..483-G.p.l-51.pls.l-ll.

Makiyama,J.,1927,Molluscanfaunaofthe

lowerpartoftheKakegawaSeriesinthe

provinceofTotomi,Japan.ハ化加.Coll.Sci

.,KyotoInゅ.〔ﾉｸtiv.,Ser.S.vol.1.no.1,art

.l,p､1-147,pis.1-6.

増田孝一郎,1973,日本新第三系の貝類化石層

序｡地質学論集，8号､107-120頁，2図版。

.1986A,本邦新第三紀貝類群集の変

還。－Pectinidsを中心にして－瑞浪化石

博専報、6号､1－21頁、3図版。

.1986B,東北地方新第三系の貝類化

石居序。秋仕|油田地域新第三系、第四系貝

類図鑑。高安教授退官記念会、78-91頁。

Masuda,K.andNoda,H.,1976,Checklist

andbibliographyoftheTertiaryandQua-

temaryMolluscaofJapan，1950－1974．

Sα"Hひ－onKai(Spec.Piの/.,no.1),p,1

－494．

,andTakegawa,H.,1965,Remarks

ontheMioceneMolluscafromtheSennan

district,MiyagiPrefecture,Northeast

Honshu,Japan.Sα"0〃り－onKaiハ伽s.Res.

＆《〃．,no.34,p.1-14,pis.1-2.

,andYoshida,S.,1990,AnewMio-

ceneNep畑"eafromAkitaPrefecture,

NortheastHonshu,Japan./to/.,no､58,p.

19-22.1pi.

増田孝一郎､吉田正逸,1991,秋田県抱返渓谷

産貝類化石について｡秋田県博研究報告､16

号、1－10頁、4図版。

湊正雄､松井愈､魚住'悟,1950,北日本新生代化

石解説。北海道の(Mya)について。新生

代の研究、7号､106-109頁、l図版。

Nagao,T.,andInoue,T.,1941,Myarian

fossilsfromtheCenozoicdepositsofHo-

kkaidoandKarahuto.ﾉb"γ.Fac.Sci.〃ひ

賊αj伽Imp.Univ.,Ser.4,vol.6,no､2,p.

143-158,pis.32-34.

Noda.H、,1966.TheCenozoicArcidaeof

Japan.Sd.Rep.To加細〔加加.,2ndSer.

ra0/､ノ.vol.38,no､1,p.1-161,pis.1-14.

.andTada.M..1968,Anadarids

fromtheShizukuishibasinTwatePrefec-

tureJapan.Trans.Proc.Palaeont.Soc.Japan,
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図版の説明

１版図
１
２
３
４
５

小志戸前沢層（第2図、1地点）

小志戸前沢層をおおう安山岩類（第2図、2地点）

小志戸前沢層にのる山津田層（第2図、3地点）

山津旧居（第2図、4地点）

山津田層中の化石の産状（第2図、4地点）

図版2（原寸）

1a－c,2a－c,3a－c,4．A'””mrA1m”、ノarasawaensisNoda

図版3（原寸）

1a－c,2a－c,3a－b．A"〔z”mrAγzα”、ノarasawaensisNoda

（1の殻頂部にﾉWaco柳atokyoensisMakiyamaが付着している）

4．"g祝αzﾉ戒況加shiobα〃'ise(Yokoyama)

5,6.CI加ocardiumci.s""た宛se(Yokoyama)

7，8．〃"m.sp.

図版4（原寸）

1,3.Macomaci.optiva(Yokoyama)

2a-b.ハ牝im加αtokyoensisMakiyama

4,5.C〃"E"〃sizumoensisYokoyama

6a-b・PSaf〔わ”α戒rspinguisIwasaki

7a-b,8a-b.ハのﾉaamiformis(Bohm)

図版5（原寸）

la-b,2a-b.A心ﾉαα"wiformis(Bohm)

3a－bHz"0"αcf.々 α"0籾α/αzawaensis(Akutsu)

4a－b,5a－b．ノW泥γ"αたか〃α"iana(Yokoyama)

6a－b,7a－b．S加況myabeiOtuka

8a-b,9a-b,10a-b.

PhosmiyagiensisMasudaandTakegawa
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図版2 秋田県田沢湖町赤倉沢産の貝類化石

－41－



秋田県立博物館研究報告第17号

図版 3

－42



図版4 秋田県|{1沢湖町赤倉沢産の貝類化石
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